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鶉踪篭準),も
久留米市に夏の訪れを告げる「±8濯夜市」が始まり

ました。「メンフヽ一の皆さんと夜市に参な[し、一緒:こ

夏を楽しもう lJと、今夏は3週にわたリメンバーを
1ましめ保護者、スタッフが浴衣や甚平を警て六門商店

街へ繰り出しました。

メンパーはまっすぐに歩けないほどの味わいに業き

ながらも、出店でたこ焼きを買ったり、金魚すくしヽを

見たり、ゲームに参加したlnと思う存分満喫しました。

メンパーが目をキラキラと輝かせる姿を見ると、夏の

熱気や季節の風情を11で感じる機会を持てて、とてもよ

かつたと憲しヽました。

このよう:こ、障がいがある人もそうでない人も誰もが

地1或の中で祭りや行事をともに楽しめるようになると、

衛が輝しヽていくのではなしヽでしょうか。

(拓く  スタッフ  濾選 蟹書)
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減し大震災支機 ボ静ンティア報告

菫難が進国軍るケア本一ム～「こりんずハウス」開所1こ向けて～

グループホーム学会に響続して～種し携が新しい未来懇 ～

「地域食堂1毎 しヽヽとこ ―度はお出で
ケフ本―ムが選逓動をつな奪～ひび りは ancante(41つくリベースで)～

第電O艤 ボレポレ祭り
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祗綺碗穆罐睫鰈 鰺躇麒攣孟楊麒蠅

蔚.輻憮靱蝙鼈颯箋
3月 26霊、東京から織台行さのパスが出るよう1こなって、被きのひどかつた石巻 :こ行きまし

た。まだ、本やガスなどライフラインが止まっていました。

技螢地へ行つてみて、改織てわたしなちの人権感驚がおかししヽと感じました。F目の欝で夫が

孫をかかえたまま凍琵してしまつた。1薩藪ぴ委し寄せ、あらゆるところで、『飼けてくれ』と、
叫び声が聞こえ、2時間後1こはその声が聞こえなくなった。1‐

‐
んr.・生き地獄を味わしヽ、優濃障

害や泥水腹水準極度の緊張感等で体講の憲わしくない人ばかつです。

そんな人たち1こ、わたしたち:麒かれと慧って支援物菫を送つてしまつたのです。

被災議以外鈴わた 1/たち .|.贅沢にいろしヽろなものを食べてしヽる傷:こ、崚災者は、おにぎりや

観昧期限ぎりぎ吟O彗1鸞子バンのみを、毎日食べていました。そんな状溌をテレビで見てなん

とも憲わない、おしろ自然な状態だと思,てしヽこのです。

1まし轟からb喜ともに蟻つllた被災者中心 1こ、栄甕を考えた総食を提供すべきだつたのではな

しヽでしょうか。奪理:こしろそうです。体育館のようなところにずらつと穣霞がしかれて、その上

で食事をする、海しヽ衛国:こ汚い毛藁を組み合わせていました。市国のまわりも布艤の下もごみだ

ら1■です。貸布回など、清潔な布国を提供すべきだと思しヽました。

新鸞では、被賣した海たらの忍耐強さを羹め称えていましたが、職 災者だから我罐する機は

当たり前」ともヽう感覚があつたと思います。準 がい者|ま我犠するのが当たり前」という態鷲と

同じです。社会的3選者は、まだまだなどこ tノの対鍛なのかもしれません。

被災麓:こ行つて鷲えさせられること:鑢種みです.2週鷲行かせてもらつたのですが、その電
:ま叢災者のことだけを者えて行動しました。社会福社 _~携わる私たちの注事の原点を取り戻 t/た

ような気がします。

それで、うちの職員や絶の福祉麗係者:こ、おり:こつけ被災地 t_行く事避すすめています。

競災地に行かれl_い方はヨーディ率―卜しますので、拒く、馬場のところまでご連絡下さしヽ.

(拓く  スタツフ  馬場 驚子)

水 .ガスのない中、全璽から集まつたボランティフ
2

送つた自転薫4簗る子とも
F‐ち
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95年 t_P響大畿贄の時1じ彎議を持つて行きました。新潟の地耗、スマトラの津渡に障さ、難,I:
大襲援では新間の Fベンを鑑りしめたま衰さくなつF―生徒の写動 に涙し・  。地はだ:,では
なく、原発、お腹しヽつぱしヽこ食べられなしヽ子どもたち ' 。色々這きてしヽ意すが、鐘人事で何
も変わらない自分がいました。今、同じ日本の半分が大きな災害にみまrlれ、この先どうなるの

か不安がしヽつぱいです。今回のポランテイアの経験で身lcしみたことは、人間は「生きている」

のではなく「生かされてもヽる1と しヽうことでした。津波を知らせる難蟻筵最後まで放送をした人、

他人を鏑澪ようとしてtくなった人.子どもが、反達の死を悼み「餞、生さなければよかった」
と言ったこと。「負tザちゃなんね―」と海水を飲んでも懸死 :こつかんだ枝を離さなかったお:ばあ

さん。様々な声を鷺き、同t舞くなつた攣曇をみて、これからどう生きていくのか   。そし
て、日本め鐘みとして菫め置き、霰災地の方が元気|こなるまで心を竃せ続けたいと思います。

(錘く スタッフ  うえむら 千尋)
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テレピで報道される偉災の光景を果然と見入つてしヽた 1週間。それから4ヶ月近く経つて、量

貸輩連命
=ュ
ースも時3J峰はなくなつました。何か収東嬢晦かつているのか…そんな気配すら感

してしヽた時、ボランティア:こ行くことこなりました.

正直、自分に何が出来るのか?不安と疑問を持ちつつ時かつた現地では、報通で伝わらない多

くの現状を重の当た額こしました。安J―難と変わる畿難所の状況。支援が必要とさねるユーズ:こ

違いつしヽていなしヽ、善慧て集められな支援も湛かされずにいる。それもすべて、実際に見なけれ

ば分からなもヽ事でした。

ボランティフ期間の中で最概 l象 |こ残つたの iよ、現地の73~1こ露せてしヽただいた藤勝や支!:|の滝

景でした。外音[の人輩である秘還ちに、絞機や、そこでの彗しい体験を教え鶴 たヽだしヽた事への

感謝の気持ちとともに、その体験はつでも胸の中:こ鐵t・てしヽます。

よく東減勤 海な苦難を耐える強さがあると聞きます。しかし派鷺後のつでは、その言葉に支援

苦自難が言んじてt蠅様な気がしてなりませ /L。 『私たちは4・//のよう:こ推われているんですよ…

すべてを流されて参度は仮設:こ押しやられるんです』避難所の毒 :ここう話していただしヽたとき、

多くの方の埋実験悪いな朧しヽたようでした。どうすればこの先被災した方が、生活を取り戻ttる

のか…大きな課題を受けて 1週間のポランテイアを終えました。

現在、避難所で警らす子どもたち |こ自転車を送る取り組みをしてしヽます。

先ずは自分の出来る事を行動こ騒み出してtlきたい。そして、その原動力を与えてくれたのはや

はり避饉講や蒸ランティアで出会った皆さんだつたのだと意しヽます。

(拓く スタッフ 溝111 鑓子)
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珀馘薇又靱餞ё蒟痣鰈鼈恣軋鉗?

今年 を月、私がこの事業を始森ようと憲つたのは、社会福種法人「麺くJ常務瞳事

の篤湯さんとのやつ取りがキ ッカケて した。 2人て正電 :こ冷壌 t/て いたお欝 :こ、たっ

ぶつの構多総ぎと黒諄をのせこんがり続いて、ささやかな昼食として貪へてしヽた 8ζで

tノ姪.「ちよつと、自子さん、ケタ本一ムをせん ?=。 突然のことで したが、「そうやね、

それもいしヽなもJと 察デ籠 :こ答えていました。

轟場さんは問屋 fL3の懸性 {ヒ 毎議総て、この鋒減で、支援が循農する街、人と人の関

l~7を 作り難しヽと轟りました。乱も、支援や介議が必要 :こ なつた夫の母(83と 実家の母

憾5)lr/2人 を抱えてしヽますし、母たちが直蓋してしヽる問題 |ま 、もうしき、いやもしか

したう疇日 :こ でも、自分自身のこと :こなつていくだろうと懸 していました,誰かが一

応Itに世話をするということではなく、重いが支えあつてい 1す る弯籐「支援
y~l循撃」

を饉ることが大事なことだと者えてしヽました。気楽な昼食の構でのついでの議だつた

のですが、その後話 t/含 しヽを纏つ返す警て、中央町
'こ
りんずハウス」の議がまとま

り、形維なろうとし _‐ います .

私 :こ は、環境・橿嵯憲じめ、社会この繋がりを共に彗えて行難 してきな l■ 間が tヽ ま

す。人はひとりで生きてしヽけるわ :すではなもヽ.難がりの幸で雄会全体の利奎を鷲えて

生きていこう : こんな :こ言うの標菫峡いのですが、常 :こ 志は高く…と驚えてきた 1華

鷲娃ちです。この伸間が今、ヘルバ…2級の取毎 :こ 鶴けて蓼修中です。

篤譲の種難命塞来も、私 :ゆ うこりん]‐l憲 しヽ立ちとしたうことと、参蔵の医●.‐があつて

もあさらめなしヽ、へこた 7‐ な |ヽ懲つなしヽ薔々で「 こりんずJと 命名しました。

'こ
りんずハウスJ鐘、我が家を改装 し、蒙鉄こ障が tヽ のある海と共 1こ轟らすケ貯

ホームです.こ れな「拓く:参ケタ本―ムとして意魂めて Cr」 こと電そうです。私難 F―

は、『ケアホームはなくあるべし』など鷲ら

なしヽままにスタ ートを城ります。つから、

ここから、こんな私たちだ _・らこそできる

鷲わ 7‐ を考えてしヽきたいと思 ,ています。

これから末永く、Fi鬱 き合いしヽただきま

すよう、お願しヽしヽたします。

くこりんずハウス世話人代表
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蒙点な立ち』r,ソ,ヶ―プ策―基温ま電津lど顧砂(輩える
'「

庁慶り)リーフ藻 ―ス学会大会

電機大会 〔露海琴珍 蒻 ど顔″蓋びジ(るg本ソ7年一ブホーム学会主隆)」 がδθ ブ8・
鰺 ど、琵C,距俺 で欝か詢ましクを.雄会煽種法人 源ψ じ む、就繭 プ年目の蒸次鋳″ξ
&をど層2=ξの児玉元気さん″墾蹴 レ麟ιレを.腐年は震災観賣地のき要で麓鰭され、_/
孝蟹腹 起 参ご多:_~スカ摯繊どな ,(女雪米大会を麟夢上げで多

'(ご
とななりました。
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集薫ξ菖方意志「

あろう・・が生き残っていていしヽのかJと いうものだつたそうです。玉木さんは「誰で

もしヽつどうなるかわからないのは、障がいの有策には爾係ない。みんなそれ―
~れ
一生

響奪生きてしヽる。Jと強く訴えられました。 2日 目こなメンパー交流会 :こ参毒]し、グル

―ゾホーム _‐ tっ と自分の懇しヽのまま tξ彗轟 :こ馨らしF_いとしヽう論警が、多くあるこ

とを知りました。

私なこの大会難参鸞移、絶対釣なものは一つもな l・ |こ とを感じました。もつと一攣

―議を大切にしながら、譲たがないから問題がなしヽと考えるのではなく、その製 |こあ

βn雪f霊13fFTFTll'賢||〒駐kとめニア
・
蒸次明日辞

28日 に開かれ難会議で |ま、グん・―プ本―ムで生瀑するメンプ`一の海が、雪の前で

ステージな立って、彗段スタッフや家族 :こ言え7rsし こヽとなどを護されました。私はそ

こで、グループホームでの食事劣ことやスタッフにもつとこうして欲しもヽなど、メン

バーの率磯な憲しヽ甕たくさん鸞くことができまし「
―。そして自分な本当こ濃檬め悪い

や声などを聴しヽているめだろうな ?チ エムチェムに溝かす蓼ができているのか ?と強

く考えさせられました。

現在、ポレポレでは利用者のんと壺談を行つています。その中で亀霧書の応の声を

鑢き、今後のチェムチェムでの選難な逃かしていきたいと考えております。

3攀舎⑮鍮鰺03●
餃檄簸礫 来覆膠繹 難一――」―に ‐一   鷲警 脩蝙なが

(拓 く スタッサ 角玉 元気)―
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三額さん家 (ケアホーム)で、「逮鷲震堂Jが始まつてから 1年余が経らました。少子高鹸亀
があ]速するなか、この安武町でもひとつ甕らt/で、いつも饉独な気持ちで食事をしている高齢者

や、家族が書き:こ整る彗中:こひとりで子育てな違われ、次第に孤立感を強めていく彗もヽお母さん

が婚えてきました。地 域食堂」はそうしたち々と「食
=を
通してつながるう、絆を深めてしヽこ

うという思しヽで、誇年麗から始まりました.

食事を・
‐
るのな麹域の人たなです。当初は違 回でしたが、今年4月からは、ポL/ボレ倶楽部

や法人「拓くJが作り手として参む8するようl_なり、大・金罐8の選2回鎧くことなな撃0~した.

決してレスト畢ンのような嚢彗なメニューではありませんが、地元産の新鮮な野菜をふんだんに

隻つた栄鸞溝点の「蒙難の豪」と、「我が家Jのよう1こほつとくつろげるあたたかしヽ舞鰹気が入
気を集めています。

今:ま月:こ 攀置遷霊委員会を鑓き、地域に根協 lてしヽくために話し合いを続|すています。3替わ

・・賀 担当霞体を決め、3者がそれぞれ食べたり作ったりと、入れ彗わる住纏みを逼して「おもて

なしの暮」を学んだり、銀られた予算の中でよりおいしいメニューを者案しようと試行鑓誤した

りしてし球 ず。私t実際1こ食事を作りました。まず懲彎から始めればいt崎か分からず疲いまし

たが、メインスタッフ:こ数えてもらいながら、ニラ玉40人分の調理に大饉籠。初めての経験で
しなが、人|な貪べ《亀らう華|‐、「おいしい:こ しヽつてもらえる喜びを体験させてもらいました。

最初iよひとつでも、鐘 l‐含籍せで籐つた機輩からや間です。地域食堂|こ漱られる竜々は、お

しヽしし疸 食を置んでおしゃべり:こ花を咲かせ、悪しヽ悪いに交流を深め鶴 まヽず.みなさんが懸辱
ともlc満たされ、こびき珍の笑螢で嘩つて行なれる様子を見る_‐、私議ち「もでなす倶j」 もとて

も華せな気持ちになります。

今後は、ひと彗醸らしの高饉者なもちろん、子育て中の書いお母さんたら、さら1とな菫体みな

ど:こ、共働きの家菫の子鞣たら:こも気彗:[来でもらえるよう:こチ予シを17・つて、積極釣に情報を

発選していきたいと憲つていまず.礎域食堂」がさら:こ多くの人 :こ愛され、世代を超えた地域
の交流拠点となるようこ震張ぅてしヽきたいです。

(拓く スタッフ  前醒 力載
'

=漂
さん家 ある日の難菫
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